
 

第６６回春季東北地区高等学校野球宮城県大会

伊藤,齋藤,三坂

令和初の春季県大会決勝戦は，宮城県をけん引する私立2強の激突となった。両チームとも二けた安

打，４投手ずつを投入する混戦となったが，仙台育英が４年ぶり２４回目の優勝を飾った。仙台育英

は４回千葉の２点適時打で追いつくと小刻みに加点し，７回には再び千葉の２点適時打と田中のスク

イズなどで一挙４点を加えほぼ試合を決めた。東北は序盤に中西と齋藤の適時打で２点を先制したが

中盤に守備の乱れで逆転を許し，終盤の追い上げもあと一歩届かなかった。

【評】

【仙】 笹倉,伊藤,鈴木,大栄
【東】 大岩,佐藤宏,石森,古山
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大栄 (仙)

(東)▽暴投

（球） 鈴木　渉 （一） 佐藤拓哉 （二） 三浦　徹 （三）

笹倉1,鈴木1(仙) ▽捕逸 なし
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【東】 井上 ― 朝倉

【評】

東北大会第3代表を決める試合は終盤まで接戦となった。１－１の同点で迎えた９回表，東北学院は先

頭の井上がレフト線に二塁打を放った。一死後一番の喜早がセンター前に打球を運びついに聖和学園

に逆転した。その後も安打と犠飛で得点を重ね，聖和学園を突き放した。東北学院主戦先発の井上は

序盤こそピンチを招いたが，中盤以降安定した投球を見せ，聖和学園に的を絞らせなかった。投打に

おける井上の活躍が東北学院を初めての東北大会出場に導いた。
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残 失
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四 三時間 13 分 打 安 点 盗 犠
3

併
東 北 学 院 0 0 0    4   3 4 7 3【東】 30 8 3 10 2 0
聖 和 学 園 0 1 0 0 0 00 0 0 1 【聖】 31

大槻充夫（球） 沼辺力也 （一） 雁部博昭
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▽本塁打（二） 佐藤　圭 （三） なし

1 6 5 14 1 1 1

▽三塁打 なし
【聖】 丹野,角田,髙橋拓,長谷川 ― 畠山

▽二塁打 佐藤奎,井上 (東)
▽暴投 (聖)なし ▽捕逸 なし 德光

三 残 失 併
仙 台 育 英 0 0 0 　

打 安 点 盗 犠 四
2 1

決勝 石巻市民球場

打数 安打 打点 三振 四死球 打数 安打 打点 三振 四死球

(中) 水岡 蓮 5 1 0 0 0 (中) 伊藤 康人 4 2 0 0 2
(遊) 入江 大樹 4 1 0 0 0 (遊) 柏木 秀太 4 0 0 1 0
(左) 宮本 拓実 3 0 0 0 1 (捕) 佐藤 琉河 4 1 0 2 1
(右) 小濃 塁 4 1 1 0 0 (右) 中西 悠一郎 5 4 1 0 0
(三) 投 大栄 陽斗 5 2 0 2 0 (左) 投 古山 慎悟 5 1 0 1 0
(一) 千葉 蓮 5 3 4 0 0 (一) 先﨑 友太 2 0 0 1 0
(捕) 木村 航大 1 0 0 0 0 打 一 西田 陸浮 2 1 0 0 0
打 向坂 優太郎 0 0 0 0 1 (三) 小熊 慎之介 2 0 0 1 2
捕 吉原 瑠人 0 0 0 0 0 打 白本 涼太 1 0 0 1 0
(投) 笹倉 世凪 0 0 0 0 0 三 岸田 蓮ノ介 0 0 0 0 0
投 伊藤 樹 2 1 0 1 0 (二) 齋藤 大智 5 1 1 0 0
打 田中 祥都 1 1 0 0 0 (投) 大岩 祥英 0 0 0 0 1
投 鈴木 千寿 0 0 1 0 0 投 佐藤 宏樹 0 0 0 0 0
三 村上 健太 0 0 0 0 0 投 石森 健大 2 0 0 0 0
(二) 中里 光貴 4 0 1 0 0 左 三坂 太陽 2 2 3 0 0

計 34 10 7 3 2 計 38 12 5 7 6

名前 打数 被安打 三振 四死球 失点 自責点

笹倉 世凪 1 1/3 7 3 1 0 2 1
伊藤 樹 3 2/3 14 3 3 4 0 0

鈴木 千寿 2 1/3 12 5 2 2 4 3
大栄 陽斗 1 2/3 5 1 1 0 0 0

大岩 祥英 3 1/3 13 3 1 1 2 2
佐藤 宏樹 0 1/3 2 1 1 1 0 0
石森 健大 2 1/3 8 3 1 1 3 2
古山 慎悟 3 0 11 3 0 0 3 1

投球回数
「投手成績」

仙台育英

東北

【仙台育英】 【東北】


